
解
十
二
啓

節

丁
批

婁

酉

の

気

候
(
二
)

季

節

風

冬
季
は
酉
此
利
並
､
南
部
'
柴
古
地
方
の
高
乗
脚
部

よ
-
懐
洲
附
鑑
の
低
来
歴
部
に
S
字
形
を
置
い
て
大
菜

は
流
入
し
､
夏
季
は
其
の
反
封
に
濠
洲
よ
-
満

柴
地
方

へ
ビ
流
入
す
る
｡
而
し
て
前
者
は
後
者
に
此
し
､
束
魔

傾
度
大
な
る
が
故
'
北
東
季
節
風
は
宙
酉
季
節
風
よ
り

風
連
が
頗
る
大
で
あ
る
｡
偶
々
本
島
は
其
流
通
過
路

に

神

保

六

合

男

普

-
､
其
の
支
配
下
に
欝
か
る
1
の
で
あ
る
｡

前
述
せ
る
島
門
各
地
の
末
座
現
象
は
'
此
の
季
節
風

(
大
乗
洗
)
,こ
相
櫛
,り
､
相
成
刺
し
て
､
本
島
狗
特
の
駅

向
､
風
速
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
｡

本
島
各
観
測
地
に
放
け
る
平
均
風
向
､
及
び
革
均
凧

蓮
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡
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凹
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全 会 急 告 至 宝 月

ノヽ

全 島 失 望 全 会 月

七

Ô 全 会 竺 全 会 月

八

全 公 会 畠 全 会 月4

九

三 全 会 仝 全 会 月

十

莞 莞 忠葦 宍老 月

十

光 宍 芳 志 忠 志 月

士

Ô 老 売 文 だ 望 月

中

空 会 皇 全 文 宍 均

糸

咋

辛

均

髄

.T!ii

最
小
は
姦
中
の

丁

八
各
地
平
均
に
於
て
十
二

十
二

月
の
四

･
六
が
敢
大
六
七
月
の
二

･
七
が
最
小
で
本
島

石
衣
に
よ
-
年
平
均
最
大
は
膨
潮
島
の
六

平

均

四'柑

BpJ]

:11､
九

一･il)Ill

]
1
'
八

ニ
'七

A
(
秒
米
)

仝
平
均
は
三

･
六
で
あ
る
｡

是
前

記
各
月

乗
魔

傾
度
敦

だ
同

1
状
態
を

現
し
て
ゐ
る

る
も

の
で
あ

る
｡
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宅
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八
1
'
三

八二三

望

八
0

人

醒

W

八〇'四
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四
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(
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八
一

八
三

八
三

宅

'九

宍
'
四

八〇'カ

着
表
の
如
-
金
島
平
均
各
月
分
布
状
態
は
最
高
八
月
の

八
三

二
二
%
､
最
低
十

1
月
の
七
七

･
九
%
に
し
て
'

夏
季
は
高
温
冬
季
は
低
温
で
あ
る
が
'
前
記
北
東
季
節

風
Ifj
木
島
狗
特
の
地
形
ど
の
影
響
を
受
け
て
次
高
山
脈

以
北
だ
以
岡
だ
で
は
其
の
分
布
状
態
を
典
に
し
て
ゐ
る

即
ち
北
部
地
方
は
冬
季
温
度
高
-
夏
季
低

い
が
'
南
部

地
方
は
夏
季
高
-
冬
季
低

い
'
是
後
述
す
る
桶
畳
各
月

分
布
状
態
に
粗
似
し
て
ゐ
る
｡
而
し
轟
中
の
み
は
各
月

累

年

長

蛇

淑

庇

殆
.ru
卒
均
し
て
熱
帯
地
に
於
け
る
盆
地
の
特
徴
を
現
し

て
ゐ
る
Q
次
に
全
車
各
地
の
分
布
状
態
を
窺

ふ
に
基
隆

膨
湖
島
の
八
三
%
は
敢
高
に
し
て
'
恒
春
'
姦
東
の
七

八
%
は
最
低
で
あ
る
｡
令
島
年
平
均
温
度
八

〇
二
ハ
%

L･i
る
故
に
多
協
の
地
た
る
を
免
れ
ね
が
､
次

表
澱
乾
編

皮
に
示
す
が
如
-
､
冬
季
間
殊
に
季
節
風
の
強
烈
L･.
ち

時
期
に
於
て
荘
々
二
〇
望

優
の
乾
燥
を
豊
す

る
事
が
あ

る
○
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蒋
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岡
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前
表
に
依
れ
ば
極
北
､
基
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宜
蘭
地
方
ビ
梅
南
併
兼
恒

春
地
方
併
び
に
捕
盟
､
阿
星
山
等
の
山
地
'
地
方
亡
が

1

盗

伐

の
試

供

蚊
に
雨
量
多
-
西
部
平
野
は
中
央
川
瀬
'
山
麓
を
離
れ

て
海
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近
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-
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従
っ
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滴
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減
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遂
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地

球

節
十
二
'ぜ

渦
島
の
九
七
四
粍
は
其
敢
少
量
窒
不
し
て
ゐ
る
｡
而
し

て
金
島
平
均
は
二
三
六
九
邦
に
し
て
内
地
に
比
し
著
し

-
多
輔
で
あ
る
｡
島
の
関
北
に
よ
っ
て
降
雨
糊
の
違
ふ

こ
･i)
は
前
述
の
迫
-
だ
｡
即
ち
十
月
か
ら
翌
年
四
月
ま

で
は
北
轟
轡
は
内

地
の梅
雨
期
の
如
-
基
隆
地
方

一
昔

は
連
日
の
両
天
で
あ
る
｡
義
隆
を
両
の
港
雲
lA
ふ
の
も

こ
れ
が
馬
で
'
年
降
雨
量
の
七
割
は
此
の
期
間
に
降
下

し
､
同
市
の
水
道
水
源
地
､
火
焼
寮
(暖
暖
騨
附
近
)
の

如
き
は
年
降
雨
量
薯
に
六
六
九
二
粍
で
あ
る
｡
南
部
の

雨
季
は
五
月
か
ら
九
月
ま
で
ゞ
雷
雨
叉
は
暴
風
を
件
ふ

も
の
が
多
-
'
短
時
間
に
多
食

の
降
両
を
見
る
｡
夏
季

南
部
義
輝
の
雨
量
は
各
年
の
八
割
以
上
を
占
め
'
阿
曳

山
(奮
起
湖
)
の
年
降
雨
量
四
三
八
二
先
を
最
多
だ
す
る
F

阿
鼻
川
で
は

一
日
に

]
〇
三
四
粍
(奮
起
潮
)
41J
l試
ふ
詑

銀
を
持
っ
て
ゐ
る
｡
然
し
て
南
部
の
降
桶
､
熱
帯
性
に

し
て
､
彼
の
熱
源
雷
雨
猛
然
だ
起
-
数
時
間
弧
烈
L･.
る

降
雨
を
見
る
｡
然
か
も
暴
風
雨
襲
来
の
外
は
直
に
快
晴

節

7

触

回甜

四
四

に
捜
し
､

北
毒
轡
雨
期
の
陰
蟹
な
る
天
候
E
は
此
鮫
に

な
ら
な
い
｡

一
般
的
に
云
へ
ば
午
前
は
快
晴
で
午
後
が

雷
雨
三
石
ふ
場
合
が
多
い
｡
北
毒
磯
に
も
此
の
時
期
に

燐
両
が
あ
る
が
時
に
は
晴
天

1
箇
月
に
及
ぶ
等
誓
言
ふ

年
も
あ
る
｡
基
隆
の

1
月
の
日
照
時
は
平
均
二

一
%
で

基
桶
は
五
八
%
七
月
の
義
隆
は
六
二
%
(
一
月
の
三
倍
)

で
姦
南
が
五
六
%
二

月
tj同

一
)
で
あ
る
｡
次
に
最
も

正
確
な
る
記
鎌
を
有
す
る
八
測
候
所
の
降
雨
に
つ
き
細

説
L
や
う
｡
今
八
観
測
地
に
放
け
る
各
月
両
盈
分
布
グ

ラ
フ
を
作
成
す
れ
ば
'
凡
を
三
つ
の
異
な
り
た
る
型
象

を
取
る
｡
即
ち

1
つ
は
十
'
十

一
､
十
二
､
1
p
二
､

三
月
の
示
す
線
に
し
て
北
よ
-
南
に
傾
斜
し
､
他
は
六

七
'
八
月
の
銀
で
南
よ
り
北
に
傾
き
'
四
､
五
㌧
九
月

の
線
は
両
者
の
中
間
聖
不
し
て
ゐ
る
｡
伽
っ
て
此
等
同

類
の
も
の
ゝ
平
均
を
求
め
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表
示
す
れ
ば
左
の
如
-
で
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る
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前
地
形

図
の

A
脱
は
冬
季
に
於
け
る
降
雨
S
南
限
非
で

Eq
は
夏
型

二
的
月
間
の
降
雨
北
限
界
線
で
あ
る
｡
即
ち

次
高
山
脈
ビ
阿
盟
山
山
脈
ビ
は
'
降
雨
南
北
の
限
界
を

為
し
､
其
中
間
'
壷
中
を
中
心
･IJ
す
る
大
盆
地
は
夏
､

冬
p
両
季
節
風
の
街
す
桶
雲
ビ
あ
ま
-
闘
係
な
-
､
只

盆
地
特
有
の
熱
淑
雷
雨
(
結
論
雷
雨
日
数
表
参
照
)
に
ょ

る
降
雨
を
見
る
の
み
で
あ
る
｡

翻
っ
て
本
島
に
於
け
る

地
形
F,,J
降
爾
}J
の
闘
係
の

一
般
を
親
ふ
革
が
揖
凍
る
｡

両
極
鼎
の
降
雨
形
式
を
探
る
基
隆
'
恒
春
併
び
に
最
小

雨
量
地
形
湖
島
及
び

入
梅
測
地
平
均
の
各
月
降
雨
分
布

状
態
を
間
示
す
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡

以
上
爾
季
節
風
及
熱
源
雷
桶
以
外

に
本
島
の
降
両
状
況
に
失
影
響
を

輿

へ
る
も
の
は
即
ち
実
験
的
に
襲

凍
す
る
暴
風
桶
で
あ
る
｡
本
島
は

熱
帯
的
暴
風
の
進
路
に
督
-
年
々

之
が
襲
衣
を
米
-
.
非
常
な
損
害

を
受
け
る
こ
と
が
あ
偽
｡
明
治
三

十
年
よ
-
昭
和
三
年
に
至
る
三
十

一
年
間

に
多
少
な
ゎ
ビ
損
番
を
輿



へ
た
る
暴
風
は
七
四
回
で
年
平
均
二
回
四
分
に
替
る
｡

澱
も
多
か
っ
た
の
は
大
正
三
年
の
七
回
で
.
明
治
三
十

六
年
の
六
回
が
之
に
並
ぎ
'
明
治
四
十
年

だ
大
正
五
年

.fJ
は
皆
無
で
あ
っ
た
｡
塑
魂
の
月
は
八
月

が
最
も
多
-

四

一
%
七
月
､
九
月
は
之
に
次
ぎ
各
二
二
%
､
十
月
が

九
%
'
六
月
が
六
%
で
あ
る
｡
本
島
を
婁
ふ
穐
風
は
.

兼

マ
リ
ア
ナ
(
M
arian
ne
:
カ
P
リ
ン

(
C
aro
lin
)
渚
島

よ
-
'
酉
フ
イ
-
ツ
ピ
ン
(P
h
ilip
p
in
e
)
の
北
東
に
起

る
低
束
魔
で
､
毒
轡
を
横
断
す
る
か
'
叉
は
南
報
パ

シ

ー
海
峡
及
北
勅
を
掠
め
て
大
陸
に
入
る
も
の
が
敦
も
多

い
'
其
東
部
侮
上
を
北
方
に
向
ふ
も
の
だ
..
偶
々
固
支

部
海
よ
-
襲
凍
す
る
も
の
F,･J
は
回
数
も
少
-
損
客
も
極

め
て
軽
徴
で
あ
る
｡
董
轡
に
於
け
る
暴
風
雨
の
被
審
'

甚
大
な
る
理
由
は
低
気
魔
中
心
の
進
行
'
極
め
て
綬
徐

な
る
為
で
内
地
を
襲
ふ
も
の
は
平
均

1
時
間
三
十
哩
で

あ
る
の
に
姦
閏
の
は
蓮
-
て
十
五
哩
､
遅
い
も
の
に
な

る
ビ
七
哩
､
平
均
十

山
哩
ど
な
り
'
本
島
を
横
断
す
る

に
.
内
地

を嚢
ふ
も
の
な
れ
ば
三
時
間
足
ら
ず
で
あ
る

が
､
十
時
間
飴
も
か
～
る
｡
此
の
長
時
間
豪
雨
は
氾
濫

を
逢
し
地
下
水
の
使
洞
は
樹
木
を
倒
し
惨
状
を
垂
す
る

英

傑

の

鼠

侠

こ
ど
が
砂
-
L･4
い
の
で
あ
る
.
明
治
四
十
二
年
八
月
二

十
六
､
七
日
に
亘
っ
て
繭
量
滑
を
襲
っ
た
暴
風
は
'
恒

春
で
究
魔
七
〇
二

･
九
粍
ビ
云
ふ
金
閣
的
の
記
雄
で
p

屋
上
の
充
が
恰
も
砲
狸
を
打
込
ん
だ
か
の
如
-
'
樹
幹

に
突
入
L
P
恐
る
べ
き
光
景
蟹
ポ
し
た
.
潜
時
の
詑
敏

もこ
よ
る
ビ
死
者
百
四
十
名
p
行
方
不
明
S
字

名
p
負
傷

者
三
有
名
'
家
屋
全
潰
､
牢
潰
､
流
失
､
三
薗
六
千
飴

ビ
あ
る
｡
以
っ
て

ー
斑
を
知
る
こ
亡
が
招
魂
や
う
｡
然

し
此
は
最
狐
烈
の
も
の
ゝ
例
で
藁
轡
に
襲
来
す

る
も
の

皆
恐
る
べ
き
も
の
t̂J
云
ふ
の
で
は
な
い
｡
本
島
の
南
北

鼎
を
過
ぎ
る
も
の
は

1
枚
に
軽
微
で
航
海
者
を
苦
し
ひ

る
に
過
ぎ
ず
､
北
東
を
掠
め
て
北
上
す
る
も
の
は
時
に

九
州
南
端
よ
-
朝
鮮
に
入
り
'
時
に
九
州
'
本
州
に
入

a

る
も
の
で
あ

る
〇

三J?

緒

論

敢
後
に
果
年
平
均
気
象
婁
素
を
奉
げ
て
本
島
の
気
候
を

数
的
に
大
観
L
t
金
島
束
備
置
に
論
を
進
め
､
東
棟
匿

だ
産
業
だ
の
関
係
の

一
般
を
述

べ
て
本
絹
を
鮮
ば
ん
と

す
る
0

宅

四
七
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暴
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==紗

十
釆
以
上

本
島
は
其
大
部
分
日
光
の
直
射
を
受
け
.
高
温
'
多
温

多
雨
に
し
て
熱
帯
性
東
棟
の
特
徴
を
顕
す
ビ
錐
も
'
片

照

･Jl
､
片
降
-
に
し
て
.
北
部
は
夏

季

一
箇
月
も
降
雨

を
見
ず
p
冬
季
三
箇
月
間
に
晴
天
三

日
三

石
ふ
が
如
き

こ
}J
あ
-
0
南
部
に
於
て
は
冬
季
'
月
蝕
に
煮
る
皐
魅

を
見
る
｡
就
中
開
園
海
岸
地
方
の
如
き
は
牛
沙
漠
状
態

～J
な
-
'
強
風
､
数
日
吹
き
荒
び
'
賓
に
黄
塵
商
事
&

量
す
る
の
で
あ
る
.
桁
で
強
烈
な
る
日
光
直
射
は
吾
人

の
皮
膚
を
所
謂
基
磯
色
ど
な
L
t
高
温
､
多
櫨
は
吾
人

の
ヱ
ナ
I
rr,h
-
(
E
n

ergy)を
徒
費
せ
し
め
'
人
生
を
J

て
不
活
際
.
不
壁
産

的
に導
-
も
の
で
あ
る
｡


